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土 地 所 有 権 移 転 登 記 手 続 請 求 事 件 に 係 る 和 解 を 成 立 さ せ  

る こ と 及 び 財 産 の 減 額 譲 渡 に つ い て  

 

 

 神 戸 地 方 裁 判 所 令 和 ４ 年 （ ワ ） 第 １ ７ ９ 号 土 地 所 有 権 移 転 登 記 手

続 請 求 事 件 に つ い て ， 別 記 の と お り 財 産 を 減 額 譲 渡 し ， 和 解 を 成 立

さ せ る 。 よ っ て ， 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ９ ６ 条

第 １ 項 第 ６ 号 及 び 第 １ ２ 号 の 規 定 に よ り ， 議 会 の 議 決 を 求 め る 。  

 

 

 

 

 

   令 和 ５ 年 ３ 月 ２ ２ 日 提 出  

 

 

               伊 丹 市 長  藤  原   保  幸     
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記                                        

１  当 事 者  

 原 告     

 

 被 告  伊 丹 市 千 僧 １ 丁 目 １ 番 地    

伊 丹 市 （ 代 表 者  市 長  藤 原  保 幸 ）      

２  和 解 案  

⑴  原 告 は ， 被 告 に 対 し ， ⒁ 記 載 の 土 地 （ 以 下 「 本 件 土 地 」 と い

う 。 ） に つ き ， 被 告 が 登 記 上 の 所 有 権 者 で あ る こ と を 確 認 す る 。  

⑵  被 告 は ， 原 告 に 対 し ， 本 件 土 地 を ， 第 ３ 号 の 伊 丹 市 農 業 委 員

会 の 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 第 ６ 号 に よ る 届 出 の 受 理 （ 令 和 ４ 年 度

中 に 第 ３ 号 の 届 出 を す る 場 合 は 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 第 ７ 号 の 届

出 ， 以 下 同 じ 。 ） を 前 提 と し て ， 譲 渡 代 金 ４ ０ ０ 万 円 で ， 現 状

有 姿 で 譲 渡 し ， 原 告 は こ れ を 譲 り 受 け る 。  

⑶  被 告 は ， 本 和 解 成 立 後 速 や か に ， 本 件 土 地 に つ き ， 伊 丹 市 農

業 委 員 会 に 対 し ， 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 第 ６ 号 に よ る 届 出 手 続 を

す る も の と し ， 原 告 は ， 被 告 に 対 し て 届 出 に 必 要 な 書 類 を 適 宜

押 印 の う え 交 付 す る と と も に ， 届 出 書 に 必 要 な 記 載 事 項 を 通 知

す る 。  

⑷  被 告 は ， 原 告 に 対 し ， 前 号 の 届 出 の 受 理 が 完 了 し た と き は ，

本 件 土 地 に つ き ， 届 出 の 受 理 通 知 の 日 の 売 買 を 原 因 と す る 所 有

権 移 転 登 記 手 続 を す る 。 こ の 登 記 手 続 費 用 は 原 告 の 負 担 と す る 。  

⑸  原 告 は ， 被 告 に 対 し ， 第 ３ 号 の 届 出 に 受 理 通 知 が あ っ た と き

は ， 当 該 通 知 の 日 か ら ７ 日 以 内 に ， 次 号 の 本 件 土 地 の 引 渡 し と

引 き 換 え に ， 第 ２ 号 の 譲 渡 代 金 ４ ０ ０ 万 円 を 支 払 う 。 な お ， 支

払 に 要 す る 費 用 は 原 告 の 負 担 と す る 。  

⑹  被 告 は ， 原 告 に 対 し ， 前 号 の 支 払 を 受 け る の と 引 き 換 え に ，

本 件 土 地 を 引 き 渡 す 。  

⑺  原 告 は ， 本 和 解 成 立 後 ， 本 件 土 地 に 種 類 ， 品 質 ， 数 量 に 関 し

て 本 契 約 の 内 容 に 適 合 し な い 状 態 が あ る こ と を 発 見 し て も ， 被
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告 に 対 し ， 修 補 ・ 追 完 請 求 ， 売 買 代 金 の 減 免 請 求 若 し く は 損 害

賠 償 の 請 求 又 は 契 約 の 解 除 を す る こ と が で き な い 。  

⑻  原 告 は ， 本 件 土 地 を 実 測 し た 結 果 ， 実 測 面 積 と 登 記 簿 表 示 の

面 積 が 符 合 し な い 場 合 で あ っ て も ， 被 告 に 対 し ， 第 ２ 号 の 譲 渡

代 金 の 増 減 そ の 他 一 切 の 請 求 を す る こ と が で き な い 。  

⑼  原 告 と 被 告 は ， 第 ４ 号 に 定 め る 届 出 受 理 が ， 原 告 が 第 ３ 号 の

協 力 を し た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 末 日 ま で に 完 了 し な い 場 合 は ，

そ の 理 由 の 如 何 を 問 わ ず ， 第 １ ０ 号 に 定 め る 登 記 手 続 及 び 解 決

金 支 払 を 行 う も の と す る 。  

⑽ ア  被 告 は ， 原 告 に 対 し ， 本 件 土 地 に つ き ， 平 成 ４ 年 １ ２ 月 ３

１ 日 時 効 取 得 を 原 因 と す る 所 有 権 移 転 登 記 手 続 を す る 。 登 記

手 続 費 用 は ， 原 告 の 負 担 と す る 。  

 イ  被 告 が ア の 登 記 手 続 を し た と き は ， 原 告 は ， 被 告 に 対 し ，

解 決 金 と し て ４ ０ ０ 万 円 を 支 払 う 。 支 払 方 法 は ， 被 告 の 指 定

す る 方 法 と す る 。  

⑾  原 告 は ， そ の 余 の 請 求 を 放 棄 す る 。  

⑿  原 告 及 び 被 告 は ， 原 告 と 被 告 の 間 に は ， 本 件 に 関 し ， 本 和 解

条 項 に 定 め る も の の ほ か ， 何 ら 債 権 債 務 が な い こ と を 相 互 に 確

認 す る 。  

⒀  訴 訟 費 用 は ， 各 自 の 負 担 と す る 。  

⒁  土 地 の 表 示  

   所 在   

   地 番   

   地 目   

   地 積   
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（ 参  考 ）  

事 件 の 概 要  

昭 和 ２ ５ 年 に 本 市 が 取 得 し た 本 件 土 地 に つ い て ， 令 和 ２ 年 １ ２ 月 ，

隣 接 す る 地 番 ２ １ ２ 番 の 土 地 （ 以 下 「 ２ １ ２ 番 土 地 」 と い う 。 ） の

前 所 有 者 か ら 官 民 有 地 境 界 協 定 に 係 る 申 請 が あ り 対 応 し て い た と こ

ろ ， 令 和 ３ 年 ８ 月 ， 売 買 に よ り ２ １ ２ 番 土 地 の 所 有 権 が 前 所 有 者 か

ら 原 告 に 移 転 し た 。  

令 和 ４ 年 ８ 月 ， 原 告 は ， 前 所 有 者 の 父 が ２ １ ２ 番 土 地 を 相 続 し た

と 推 定 さ れ る 平 成 ４ 年 か ら 前 所 有 者 が 相 続 し た 令 和 元 年 ま で ， ２ ０

年 以 上 に 渡 っ て ２ １ ２ 番 土 地 と と も に 本 件 土 地 も 耕 作 し ， 占 有 し て

い た こ と に よ り 本 件 土 地 の 所 有 権 を 時 効 取 得 し た と し て ， こ れ を 援

用 し ， 本 市 を 被 告 と し て ， 本 件 土 地 に つ い て 時 効 取 得 を 原 因 と す る

所 有 権 移 転 登 記 手 続 請 求 の 訴 え を 提 起 し た 。  

本 市 は ， 当 該 訴 え に つ い て 容 認 で き な い と し て 係 争 中 で あ っ た が ，

令 和 ５ 年 ２ 月 ， 裁 判 所 よ り 原 告 か ら の ４ ０ ０ 万 円 の 支 払 い を も っ て

本 件 土 地 の 所 有 権 を 移 転 す る 旨 の 和 解 勧 告 を 受 け た 。  
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